
(57)【要約】

　　【課題】　ロードノイズの低減効果を確保しながら

、濡れた場合にも拭き取り等によって迅速に乾燥させる

ことができ、取り扱い性を高め、かつ吸水に起因するタ

イヤ振動やタイヤ内部損傷等の諸問題を確実に防止しう

る。　

　　【解決手段】　タイヤ内腔４に、制音シート５を装

着するとともに、この制音シート５は、合成樹脂フィル

ム７の積層体からなりかつ少なくとも一方の合成樹脂フ

ィルム７ａに凸状に膨出する多数個の膨出部８を形成す

ることにより他方の合成樹脂フィルム７ｂとの間に空気

セル９を設けたエアーキャップシート材６からなる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 気 入 り タ イ ヤ と こ れ を リ ム 組 み す る リ ム と が な す タ イ ヤ 内 腔 に 、 制 音 シ ー ト を 装 着 す
る と と も に 、
　 該 制 音 シ ー ト は 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム の 積 層 体 か ら な り か つ 少 な く と も 一 方 の 合 成 樹 脂 フ
ィ ル ム に 凸 状 に 膨 出 す る 多 数 個 の 膨 出 部 を 形 成 す る こ と に よ り 他 方 の 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム と
の 間 に 空 気 セ ル を 設 け た エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 空 気 入 り タ イ
ヤ と リ ム と の 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 音 シ ー ト は 、 前 記 膨 出 部 を タ イ ヤ 内 腔 に 向 け て 、 タ イ ヤ 側 内 腔 面 又 は リ ム 側 内 腔
面 に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 。
　 　
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 音 シ ー ト は 、 帯 状 を な し 、 か つ そ の 装 着 前 の 長 さ Ｌ ａ と 巾 Ｗ ａ と の 積 Ｌ ａ × Ｗ ａ で
あ る 制 音 シ ー ト 面 積 Ｓ ａ を 、 前 記 タ イ ヤ の 呼 び 巾 Ｗ ｔ と 外 径 Ｄ ｔ と 円 周 率 π と の 積 で あ る
タ イ ヤ 呼 び 巾 周 面 積 Ｓ ｔ の ６ ０ ～ １ １ ５ ％ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の
空 気 入 り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 制 音 シ ー ト は 、 そ の 巾 中 心 線 を タ イ ヤ 赤 道 面 に 沿 わ せ て 、 タ イ ヤ 内 腔 面 に 周 方 向 に １
以 上 の 回 数 で 巻 回 す る と と も に 、 そ の 制 音 シ ー ト の 巾 方 向 の 端 縁 と リ ム の フ ラ ン ジ 最 高 高
さ 点 と の 間 の 半 径 方 向 距 離 Ｋ を ３ ｃ ｍ 以 上 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か
に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 音 シ ー ト は 、 前 記 空 気 セ ル を 円 柱 状 と す る と と も に 、 そ の 直 径 ｄ を １ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ
、 か つ 高 さ ｈ を ４ ～ ３ ０ ｍ ｍ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の 空 気
入 り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ 内 腔 に 、 エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 か ら な る 制 音 シ ー ト を 配 す る こ と に
よ り 、 走 行 中 の ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 し た 空 気 入 り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ イ ヤ 騒 音 の 一 つ に 、 路 面 を 走 行 し た 際 に 、 ５ ０ ～ ４ ０ ０ Hzの 周 波 数 範 囲 で 「 ゴ ー 」 と
い う 音 が 生 じ る い わ ゆ る ロ ー ド ノ イ ズ が あ り 、 そ の 主 原 因 と し て 、 タ イ ヤ 内 腔 内 で 起 こ す
空 気 の 共 鳴 振 動 （ 空 洞 共 鳴 ） が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 近 年 、 タ イ ヤ 内 腔 内 に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に の び る 長 尺 帯 状 の ス ポ ン ジ 材 か ら な る 制
音 体 を 配 し 、 タ イ ヤ 内 腔 内 で 生 じ た 共 鳴 音 エ ネ ル ギ ー を 緩 和 、 吸 収 す る こ と に よ り 、 空 洞
共 鳴 を 抑 制 し ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ６ ７ ６ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ４ ８ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 ス ポ ン ジ 材 は 吸 水 性 が 高 い た め 、 タ イ ヤ 保 管 時 や リ ム 組 時 な ど に お い て 雨 水 等
に 濡 れ て 吸 水 し て し ま う と い う 恐 れ が 生 じ る 。 そ し て 、 こ の 吸 水 状 態 で リ ム 組 み す る と 、
吸 水 し た 水 が 重 量 バ ラ ン ス に 悪 影 響 を 与 え 、 タ イ ヤ 振 動 を 発 生 さ せ た り 、 又 吸 水 し た 水 が
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タ イ ヤ の ゴ ム 内 に 浸 透 し て 内 部 損 傷 を 誘 発 さ せ る 等 の 問 題 を 招 く 。 そ こ で 、 リ ム 組 み 時 に
は 、 水 を 充 分 に 取 り 除 く 必 要 が あ る が 、 い っ た ん 濡 れ た ス ポ ン ジ 材 を 瞬 時 に 乾 か す こ と は
容 易 で は な く 、 そ の 取 り 扱 い を 煩 わ し い も の と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 ス ポ ン ジ 材 に 代 え て 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 間 に 複 数 の 空 気 セ ル を 設 け た
エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 を 用 い る こ と を 基 本 と し て 、 ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 を 確 保 し な が
ら 、 濡 れ た 場 合 に も 拭 き 取 り 等 に よ っ て 迅 速 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き 、 取 り 扱 い 性 を 高 め
、 か つ 吸 水 に 起 因 す る タ イ ヤ 振 動 や タ イ ヤ 内 部 損 傷 等 の 諸 問 題 を 確 実 に 防 止 し う る 空 気 入
り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 請 求 項 １ の 発 明 は 、 空 気 入 り タ イ ヤ と こ れ を リ ム 組 み
す る リ ム と が な す タ イ ヤ 内 腔 に 、 制 音 シ ー ト を 装 着 す る と と も に 、
　 該 制 音 シ ー ト は 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム の 積 層 体 か ら な り か つ 少 な く と も 一 方 の 合 成 樹 脂 フ
ィ ル ム に 凸 状 に 膨 出 す る 多 数 個 の 膨 出 部 を 形 成 す る こ と に よ り 他 方 の 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム と
の 間 に 空 気 セ ル を 設 け た エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 か ら な る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 又 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 前 記 制 音 シ ー ト は 、 前 記 膨 出 部 を タ イ ヤ 内 腔 に 向 け て 、 タ イ ヤ
側 内 腔 面 又 は リ ム 側 内 腔 面 に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 又 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 前 記 制 音 シ ー ト は 、 帯 状 を な し 、 か つ そ の 装 着 前 の 長 さ Ｌ ａ と
巾 Ｗ ａ と の 積 Ｌ ａ × Ｗ ａ で あ る 制 音 シ ー ト 面 積 Ｓ ａ を 、 前 記 タ イ ヤ の 呼 び 巾 Ｗ ｔ と 外 径 Ｄ
ｔ と 円 周 率 π と の 積 で あ る タ イ ヤ 呼 び 巾 周 面 積 Ｓ ｔ の ６ ０ ～ １ １ ５ ％ と し た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 前 記 制 音 シ ー ト は 、 そ の 巾 中 心 線 を タ イ ヤ 赤 道 面 に 沿 わ せ て 、
タ イ ヤ 内 腔 面 に 周 方 向 に １ 以 上 の 回 数 で 巻 回 す る と と も に 、 そ の 制 音 シ ー ト の 巾 方 向 の 端
縁 と リ ム の フ ラ ン ジ 最 高 高 さ 点 と の 間 の 半 径 方 向 距 離 Ｋ を ３ ｃ ｍ 以 上 と し た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 前 記 制 音 シ ー ト は 、 前 記 空 気 セ ル を 円 柱 状 と す る と と も に 、 そ
の 直 径 ｄ を １ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ 、 か つ 高 さ ｈ を ４ ～ ３ ０ ｍ ｍ と し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 叙 上 の 如 く 構 成 し て い る た め 、 ロ ー ド ノ イ ズ の 低 減 効 果 を 確 保 し な が ら 、 濡 れ
た 場 合 に も 拭 き 取 り 等 に よ っ て 迅 速 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き 、 取 り 扱 い 性 を 高 め 、 か つ 吸
水 に 起 因 す る タ イ ヤ 振 動 や タ イ ヤ 内 部 損 傷 等 の 諸 問 題 を 確 実 に 防 止 し う る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 、 図 示 例 と と も に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 （ 以 下 、 単 に 「 組 立 体 」 と い う 場 合 が
あ る ） の 子 午 断 面 図 、 図 ２ は 組 立 体 の タ イ ヤ 赤 道 面 に 沿 っ た 周 方 向 略 断 面 図 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 本 実 施 形 態 の 組 立 体 １ は 、 空 気 入 り タ イ ヤ ２ （ 単 に タ イ ヤ ２ と い う 場 合
が あ る ） と 、 こ れ を リ ム 組 み す る リ ム ３ と が な す タ イ ヤ 内 腔 ４ に 、 制 音 シ ー ト ５ を 装 着 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 リ ム ３ は 、 タ イ ヤ ２ を 嵌 着 す る 環 状 の リ ム 本 体 ３ ａ と 、 こ の リ ム 本 体 ３ ａ を 支 持 し
か つ 車 軸 に 固 定 す る デ ィ ス ク ３ ｂ と を 具 え る 周 知 構 造 を な し 、 本 例 で は 、 正 規 リ ム を 採 用
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し た 場 合 を 例 示 し て い る 。 な お 「 正 規 リ ム 」 と は 、 タ イ ヤ が 基 づ い て い る 規 格 を 含 む 規 格
体 系 に お い て 、 各 規 格 が タ イ ヤ 毎 に 定 め て い る リ ム で あ り 、 Ｊ Ａ Ｔ Ｍ Ａ で あ れ ば 標 準 リ ム
、 Ｔ Ｒ Ａ で あ れ ば  "Design Rim" 、 Ｅ Ｔ Ｒ Ｔ Ｏ で あ れ ば  "Measuring Rim"を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 前 記 タ イ ヤ ２ は 、 そ の ビ ー ド 部 ２ ａ を 前 記 リ ム 本 体 ３ ａ の フ ラ ン ジ に 密 着 さ せ て リ
ム 組 み さ れ る 例 え ば 乗 用 車 用 ラ ジ ア ル タ イ ヤ で あ っ て 、 タ イ ヤ 内 腔 ４ を 囲 む 内 腔 面 ４ Ｓ の
う ち の タ イ ヤ 側 内 腔 面 ４ Ｓ １ を 、 低 空 気 透 過 性 ゴ ム か ら な る 所 謂 イ ン ナ ー ラ イ ナ ゴ ム で 形
成 し た チ ュ ー ブ レ ス 構 造 を 具 え る 。 こ れ に よ り 、 タ イ ヤ ２ は 、 前 記 リ ム 本 体 ３ ａ と で 気 密
な タ イ ヤ 内 腔 ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 前 記 タ イ ヤ 内 腔 ４ 内 に は 、 エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 ６ か ら な る 制 音 シ ー ト ５ を 装
着 し て い る 。 こ の エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 ６ は 、 図 ３ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え
ば 梱 包 ・ 包 装 用 材 な ど と し て 知 ら れ る 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム ７ の 積 層 体 で あ っ て 、 少 な く と も
一 方 の 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム ７ ａ に 、 凸 状 に 膨 出 す る 多 数 個 の 膨 出 部 ８ を 設 け る こ と に よ り 、
他 方 の 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム ７ ｂ と の 間 に 、 前 記 膨 出 部 ８ を な す 空 気 セ ル ９ を 形 成 し て い る 。
　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 ６ は 、 多 数 個 の 空 気 セ ル ９ を 有 す る た め 、 ス ポ ン ジ
材 と 同 様 ク ッ シ ョ ン 性 に 冨 み 、 優 れ た 防 振 ・ 吸 音 性 を 発 揮 で き る 。 し か も 、 エ ア ー キ ャ ッ
プ シ ー ト 材 ６ は 、 少 な く と 一 方 の 表 面 を 、 空 気 セ ル ９ の 膨 出 部 ８ が 膨 出 す る 凹 凸 面 Ｓ ｓ と
し て い る た め 、 音 を 乱 反 射 さ せ て 攪 乱 す る な ど 反 射 防 止 （ 攪 乱 ） 効 果 に も 優 れ る 。 従 っ て
、 前 記 防 振 ・ 吸 音 性 と の 相 乗 作 用 に よ っ て 、 タ イ ヤ 内 腔 ４ 内 で 生 じ る 共 鳴 音 エ ネ ル ギ ー を
効 果 的 に 抑 え る こ と が で き 、 ロ ー ド ノ イ ズ を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 他 方 、 エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 ６ は 、 そ の 空 気 セ ル ９ が 密 封 さ れ て い る た め 、 吸 水 性 が
な い 。 従 っ て 、 例 え ば タ イ ヤ 保 管 時 や リ ム 組 時 な ど に お い て 雨 水 等 に 濡 れ て し ま っ た 場 合
に も 、 拭 き 取 り 等 に よ っ て 迅 速 か つ 簡 単 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き 、 そ の 取 り 扱 い 性 を 高 め
う る と と も に 、 吸 水 に 起 因 す る タ イ ヤ 振 動 や タ イ ヤ 内 部 損 傷 等 の 諸 問 題 を 確 実 に 防 止 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 前 記 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム ７ と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ リ デ ン
、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ナ イ ロ ン 等 の 防 水 性 を 有 す る 種 々 の 熱 可 塑 性 樹 脂 フ ィ ル ム が 採 用 で き
る 。 又 形 成 す る 空 気 セ ル ９ の 形 状 も 、 例 え ば 円 柱 状 体 、 四 角 形 ， 五 角 形 等 の 多 角 形 の 角 柱
状 体 、 半 球 状 等 の 非 柱 状 体 、 或 い は 不 定 型 な 形 状 で あ っ て も よ い が 、 強 度 及 び 市 場 で の 入
手 の 容 易 性 等 の 観 点 か ら 、 本 例 の 如 き 円 柱 状 体 の も の が 好 適 に 採 用 し う る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 ６ か ら な る 制 音 シ ー ト ５ で は 、 そ の 防 振 ・ 吸 音 効
果 や 反 射 防 止 （ 攪 乱 ） 効 果 を 広 範 囲 に 亘 っ て 発 揮 さ せ る た め に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に の び る 長
尺 帯 状 に 形 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の と き 制 音 シ ー ト ５ は 、 ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 の 観 点 か ら は 、 前 記 内 腔 面 ４ Ｓ に 取 り
付 け る 必 要 は な い が 、 走 行 状 態 に お い て 前 記 制 音 シ ー ト ５ が 内 腔 面 ４ Ｓ と 擦 れ て 損 傷 を 受
け る の を 防 止 す る た め に 、 或 い は リ ム 組 み 前 の 状 態 に お い て タ イ ヤ を 移 動 さ せ る 際 な ど に
、 制 音 シ ー ト ５ が タ イ ヤ か ら 外 れ て 汚 損 や 損 傷 を 受 け る の を 防 止 す る た め に 、 前 記 制 音 シ
ー ト ５ を 内 腔 面 ４ Ｓ に 取 り 付 け る こ と が 好 ま し い 。 そ の 際 、 制 音 シ ー ト ５ の 巾 中 心 線 を タ
イ ヤ 赤 道 面 に 沿 わ せ た 対 称 配 置 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 又 前 記 取 り 付 け 手 段 と し て は 、 接 着 材 を 用 い 、 前 記 制 音 シ ー ト ５ を タ イ ヤ 側 内 腔 面 ４ Ｓ
１ 又 は リ ム 側 内 腔 面 ４ Ｓ ２ に 貼 着 す る こ と が で き る 。 接 着 材 と し て は 、 合 成 ゴ ム を 主 成 分
と し て ト ル エ ン 等 の 有 機 溶 剤 で 溶 解 し た 溶 液 型 、 及 び 水 に 分 散 さ せ た ラ テ ッ ク ス 型 な ど の
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合 成 ゴ ム 系 の 液 状 接 着 剤 が 使 用 し う る が 、 接 着 作 業 性 の 観 点 か ら 、 ア ク リ ル 系 粘 着 材 、 シ
リ コ ン 系 粘 着 材 、 及 び ポ リ エ ー テ ル や ポ リ ウ レ タ ン 系 粘 着 材 を 粘 着 層 に 用 い た 両 面 テ ー プ
が 好 適 で き る 。 又 他 の 取 り 付 け 手 段 と し て は 、 図 ４ に 概 念 的 に 示 す よ う に 、 該 制 音 シ ー ト
５ を 、 タ イ ヤ 側 内 腔 面 ４ Ｓ １ 又 は リ ム 側 内 腔 面 ４ Ｓ ２ に 沿 っ て 周 回 せ し め 、 そ の 周 方 向 端
部 ５ ｅ を 制 音 シ ー ト ５ 本 体 に 接 着 テ ー プ な ど で 連 結 し た 環 状 体 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 何 れ の 場 合 に も 、 前 記 凹 凸 面 Ｓ ｓ に よ る 音 の 反 射 防 止 （ 攪 乱 ） 効 果 を 有 効 に 発 揮 さ せ る
た め に 、 該 凹 凸 面 Ｓ ｓ を タ イ ヤ 内 腔 ４ の 内 方 に 向 け て 取 り 付 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 又 制 音 シ ー ト ５ で は 、 リ ム 側 内 腔 面 ４ Ｓ ２ に 取 り 付 け る 場 合 に は 、 制 音 シ ー ト ５ の 周 方
向 長 さ 及 び 巾 を 充 分 に 確 保 す る こ と が 難 し く 、 し か も リ ム 組 時 に ビ ー ド 部 ２ ａ と 擦 れ て 空
気 セ ル ９ を 潰 し て 壊 す 危 険 性 を 有 す る 。 こ の こ と か ら 、 制 音 シ ー ト ５ を 、 タ イ ヤ 側 内 腔 面
４ Ｓ １ に 取 り 付 け る の が 好 ま し く 、 特 に 、 制 音 シ ー ト ５ を 環 状 体 と し て タ イ ヤ 側 内 腔 面 ４
Ｓ １ に 接 着 材 を 用 い る こ と な く 取 り 付 け る 場 合 に は 、 制 音 シ ー ト ５ の タ イ ヤ ２ か ら の 取 り
外 し も 容 易 と な る た め 、 よ り 好 ま し い 態 様 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 制 音 シ ー ト ５ の 周 方 向 長 さ 及 び 巾 が 少 な 過 ぎ る と 、 そ の 露 出 面 積 が 過 小 と
な っ て 、 充 分 な ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 が 得 ら れ な い 。 そ の た め 、 前 記 制 音 シ ー ト ５ は 、 図
５ の 如 く 、 そ の 装 着 前 の 長 さ Ｌ ａ と 巾 Ｗ ａ と の 積 Ｌ ａ × Ｗ ａ で あ る 制 音 シ ー ト 面 積 Ｓ ａ を
、 前 記 タ イ ヤ ２ の 呼 び 巾 Ｗ ｔ と 外 径 Ｄ ｔ と 円 周 率 π と の 積 で あ る タ イ ヤ 呼 び 巾 周 面 積 Ｓ ｔ
の ６ ０ ～ １ １ ５ ％ の 範 囲 と す る の が 好 ま し い 。 前 記 制 音 シ ー ト 面 積 Ｓ ａ が タ イ ヤ 呼 び 巾 周
面 積 Ｓ ｔ の ６ ０ ％ 未 満 で は 、 ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 が 不 十 分 と な り 、 逆 に １ １ ５ ％ を 越 え
る と 、 制 音 シ ー ト ５ に 生 じ る 皺 が 大 き く な っ て 耐 久 性 に 不 利 と な る 。 な お 前 記 制 音 シ ー ト
５ が 、 環 状 体 の 場 合 に は 、 前 記 長 さ Ｌ ａ は 、 一 周 分 の 周 方 向 長 さ と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 又 前 記 空 気 セ ル ９ が 小 さ す ぎ て も 、 防 振 ・ 吸 音 効 果 、 及 び 音 の 反 射 防 止 （ 攪 乱 ） 効 果 を
減 じ 、 充 分 な ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 が 得 ら れ な い 。 そ の た め 、 空 気 セ ル ９ は 、 円 柱 状 態 の
場 合 に は 、 そ の 直 径 ｄ （ 図 ３ に 示 す ） を １ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ 、 か つ 高 さ ｈ を ４ ～ ３ ０ ｍ ｍ と す
る の が 好 ま し い 。 前 記 直 径 ｄ が １ ０ ｍ ｍ 未 満 、 及 び 前 記 高 さ ｈ が ４ ｍ ｍ 未 満 で は 、 ロ ー ド
ノ イ ズ 低 減 効 果 が 不 十 分 と な る 。 従 っ て 、 前 記 直 径 ｄ は ３ ０ ｍ ｍ 以 上 、 及 び 高 さ ｈ は １ ０
ｍ ｍ 以 上 が 好 ま し い 。 な お 制 音 シ ー ト ５ の 側 縁 部 で は 、 空 気 セ ル ９ の 一 部 が 切 断 さ れ て 開
口 し て い る た め 防 振 ・ 吸 音 効 果 を 奏 し 得 ず 、 前 記 直 径 ｄ が ５ ０ ｍ ｍ を 越 え る と 、 そ の 領 域
が 増 え る た め 、 ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 が 逆 に 減 少 す る と い う 不 利 を 招 く 。 又 前 記 高 さ ｈ が
３ ０ ｍ ｍ を 越 え る と 、 エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 ６ の 製 造 工 程 上 、 前 記 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム ７
ａ の 厚 さ が 、 前 記 膨 出 部 ８ に お い て 薄 く な り 過 ぎ 、 強 度 や 耐 久 性 を 損 ね る と い う 不 利 を 招
く 。 な お 前 記 空 気 セ ル ９ は 、 そ の 容 積 Ｖ を ３ １ ０ ～ ５ ８ ９ ０ ０ ｍ ｍ 3  と す る の も 好 ま し く
、 特 に ３ １ ０ ～ ７ ０ ７ ０ mm 2  と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 又 前 記 制 音 シ ー ト ５ で は 、 図 ６ の 如 く 、 １ 以 上 の 回 数 で 巻 回 す る 、 即 ち 複 数 回 で 周 回 さ
せ た 複 数 層 の 環 状 体 と す る の が 、 ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 の 観 点 か ら 好 ま し い 。 し か し こ の
と き 、 制 音 シ ー ト ５ の 巾 方 向 の 端 縁 Ｅ と リ ム ３ の フ ラ ン ジ 最 高 高 さ 点 Ｐ と の 間 の 半 径 方 向
距 離 Ｋ を ３ ｃ ｍ 以 上 確 保 す る の が 好 ま し く 、 ３ ｃ ｍ 未 満 で は 、 リ ム 組 時 に フ ラ ン ジ と 干 渉
し て 空 気 セ ル ９ を 潰 し た り 、 環 状 体 の 積 層 を 崩 す な ど の ト ラ ブ ル を 招 く 恐 れ か 生 じ る 。 な
お 制 音 シ ー ト ５ を 複 数 層 の 環 状 体 と す る 場 合 に は 、 層 間 を 前 記 液 状 接 着 剤 や 両 面 テ ー プ で
接 着 し 、 層 間 の 崩 れ を 防 止 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 図 示 の 実 施 形 態 に
限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 態 様 に 変 形 し て 実 施 し う る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 制 音 シ ー ト を 表 １ の 仕 様 で 試 作 す る と と も に 、 こ の 制 音 シ ー ト を 、 タ イ ヤ （ １ ９ ５ ／ ６
５ Ｒ １ ５ ） の タ イ ヤ 側 内 腔 面 に 、 そ の 巾 中 心 線 を タ イ ヤ 赤 道 面 に 沿 わ せ て 両 面 テ ー プ （ 日
東 電 工 （ 株 ） 製 の 型 番 ５ ０ ０ ０ Ｎ Ｓ ） を 用 い て 接 着 し た 。 な お タ イ ヤ に は 、 接 着 面 部 に 加
硫 用
ブ ラ ダ の 排 気 用 ベ ン ト 溝 跡 の な い も の 、 か つ 剥 離 剤 を 軽 減 し て 加 硫 成 形 し た も の を 使 用 し
て い る 。 そ し て 制 音 シ ー ト 付 き タ イ ヤ に お け る 、 気 柱 共 鳴 音 低 減 効 果 、 排 水 後 の 重 量 増 加
、 排 水 後 の タ イ ヤ 振 動 、 リ ム 組 み 性 を テ ス ト し 評 価 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 比 較 例 １ に は 、 比 重 ０ ． ０ １ ６ の エ ー テ ル 系 ポ リ ウ レ タ ン ス ポ ン ジ （ （ 株 ） 丸 鈴 製
の 型
番 Ｅ １ ６ ） を 用 い 、 実 施 例 １ ～ １ ２ に は 、 空 気 セ ル の 直 径 ｄ が １ ０ ｍ ｍ 、 高 さ ｈ が ４ ｍ ｍ
の エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト （ 宇 部 フ ィ ル ム （ 株 ） 製 の Ｃ タ イ プ ） を 使 用 し 、 実 施 例 １ ３ 、 １
４ に
は 、 空 気 セ ル の 直 径 ｄ が ３ ０ ｍ ｍ 、 高 さ ｈ が １ ０ ｍ ｍ の エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト （ 宇 部 フ ィ
ル ム （ 株 ） 製 の Ｄ タ イ プ ） を 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ １ ） 気 柱 共 鳴 音 低 減 効 果 ：
　 制 音 シ ー ト 付 き タ イ ヤ を 、 内 圧 （ ２ ０ ０ ｋ Ｐ ａ ） で 、 車 両 （ 国 産 ２ ０ ０ ０ ｃ ｃ の Ｆ Ｆ 車
） の 全 輪 に 装 着 し 、 ロ ー ド ノ イ ズ 計 測 路 （ ア ス フ ァ ル ト 粗 面 路 ） を 速 度 ６ ０ ｋ ｍ ／ ｈ で 走
行 し た と き の 車 内 騒 音 を 運 転 席 窓 側 耳 許 位 置 に て 測 定 し 、 ２ ４ ０ Hz付 近 の 気 柱 共 鳴 音 の ピ
ー ク 値 の 音 圧 レ ベ ル を 、 制 音 シ ー ト を 装 着 し て な い タ イ ヤ を 基 準 と し て 比 較 し た 。 数 値 が
大 き い ほ ど 気 柱 共 鳴 音 低 減 効 果 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ２ ） 排 水 後 の 重 量 増 加 ：
　 制 音 シ ー ト 付 き タ イ ヤ を 縦 置 き し た 状 態 で 、 タ イ ヤ 内 腔 内 に 水 を ３ リ ッ ト ル 注 ぎ 、 １ 時
間 経 過 後 に 水 を 捨 て た 状 態 で の 重 量 増 加 量 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ３ ） 排 水 後 の タ イ ヤ 振 動 ：
　 前 記 水 を 捨 て た 状 態 の 制 音 シ ー ト 付 き タ イ ヤ を リ ム 組 み し 、 内 圧 （ ２ ０ ０ ｋ Ｐ ａ ） で 、
車 両 （ 国 産 ２ ０ ０ ０ ｃ ｃ の Ｆ Ｆ 車 ） の 全 輪 に 装 着 し 、 周 回 路 を 速 度 １ ０ ０ ｋ ｍ ／ ｈ で 走 行
し た と き の 振 動 の 有 無 を 、 ド ラ イ バ ー の 官 能 評 価 に よ り 検 査 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ４ ） リ ム 組 み 性 ：
　 制 音 シ ー ト 付 き タ イ ヤ を 、 手 組 み に よ っ て リ ム （ １ ５ × ６ ． ５ Ｊ Ｊ ） に 装 着 し た 際 の 制
音 シ ー ト へ の 干 渉 の 有 無 を 検 査 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10

20

30

40

(7) JP 2005-297858 A 2005.10.27



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 例 の タ イ ヤ は 、 ス ポ ン ジ 材 を 使 用 し た も の と 略 同 等 の ロ ー ド ノ イ ズ 低 減 効 果 を 確 保
し な が ら 、 濡 れ た 場 合 に も 吸 水 す る こ と が な く 、 こ の 吸 水 に 起 因 す る タ イ ヤ 振 動 を 確 実 に
防 止 し う る の が 確 認 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ と リ ム と の 組 立 体 の 一 実 施 例 を 示 す 子 午 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 そ の タ イ ヤ 赤 道 に 沿 っ た 周 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 、 制 音 シ ー ト に 用 い る エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材 を 示 す 斜 視 図 、
及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 制 音 シ ー ト が 環 状 体 の 場 合 を 例 示 す る 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 制 音 シ ー ト の 制 音 シ ー ト 面 積 を 説 明 す る 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 制 音 シ ー ト が 複 数 層 の 環 状 体 で あ る 場 合 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
２ 　 　 　 空 気 入 り タ イ ヤ
３ 　 　 　 リ ム
４ 　 　 　 タ イ ヤ 内 腔
５ 　 　 　 制 音 シ ー ト
６ 　 　 　 エ ア ー キ ャ ッ プ シ ー ト 材
７ 　 　 　 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム
８ 　 　 　 膨 出 部
９ 　 　 　 空 気 セ ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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